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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期
第２四半期
連結累計期間

第27期
第２四半期
連結会計期間

第26期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 15,680,351 8,159,007 29,046,987

経常利益 (千円) 238,765 129,013 510,425

四半期(当期)純利益 (千円) 117,574 78,951 161,753

純資産額 (千円) ― 3,632,258 3,558,198

総資産額 (千円) ― 12,865,281 12,640,148

１株当たり純資産額 (円) ― 2,653.68 2,600.13

１株当たり四半期(当期)純
利益

(円) 87.00 58.42 119.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 27.9 27.8

営業活動によるキャッシュ
・フロー　　

(千円) 2,425 ― 166,029

投資活動によるキャッシュ
・フロー

(千円) △ 483,314 ― 547,072

財務活動によるキャッシュ
・フロー

(千円) △ 71,807 ― △ 309,428

現金及び現金同等物の四半
期末(期末)残高

(千円) ― 253,467 805,101

従業員数 (名) ― 504 479

(注)１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　　　

　　３ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。　　　
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
504
（211）

(注)１ 従業員数は、当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含む

就業人員であります。（契約社員を含む）

　　２ 従業員数の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。

　　３ 臨時従業員数には、アルバイト及びパートタイマーを含み、派遣社員を除いています。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
328
（55）

(注)１ 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。（契約社

員を含む）

　　２ 従業員数の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であります。

　　３ 臨時従業員数には、アルバイト及びパートタイマーを含み、派遣社員を除いています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、仕入及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の内容ごとに示すと、次のとおりです。

事業の内容 生産高(千円)

パソコン関連事業 200,011

業務受託関連事業 26,995

出版・ブライダル関連事業 14,548

合計 241,554

(注) １　金額は、製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　

(2) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業の内容ごとに示すと、次のとおりです。

事業の内容 仕入高(千円)

パソコン関連事業 6,088,927

業務受託関連事業 77

出版・ブライダル関連事業 8,041

合計 6,097,046

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の内容ごとに示すと、次のとおりです。

事業の内容 販売高(千円)

パソコン関連事業 8,057,668

業務受託関連事業 71,670

出版・ブライダル関連事業 29,668

合計 8,159,007

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

EDINET提出書類

アプライド株式会社(E03472)

四半期報告書

 4/31



３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題の深刻化や世界同

時株安や急激な円高などにより、先行きの不透明感は色濃いものとなり、消費者心理が大幅に悪化し、景

気の減速感が明確になる展開となりました。

　当社グループの中心事業であるパソコン市場は、ウルトラモバイルＰＣなどの人気の高まりはあったも

のの国内出荷実績は、台数ベースでも前年を下回る結果（93.9％）となりました。（出典：JEITA『パー

ソナルコンピュータ国内出荷実績』）

　このような環境の中で、当社グループは、「商品力」・「サービス力」・「企画力」に特に力を入れ、他

社との差別化を図り、新規顧客獲得を推進いたしました。

　事業別の具体的取り組みと売上高につきましては、パソコン関連事業は、ウルトラモバイルＰＣの需要

に合わせ、ブロードバンドの提案の幅を広げ、単価下落に対し、利益の確保に努めました。また、オリン

ピック需要にあわせ、デジタル家電商品を強化し、特に大型液晶テレビの販売に注力しました。テレビ

ゲームにおいては、第1四半期よりアプライド店舗内へのインショップ展開により若年層の顧客層の取り

込みを行っております。法人部門においては、今期５営業所を新たに開設し、グループ全体の商品・サー

ビスの提案の強化を図っております。こうした取り組みの結果、パソコン関連事業の売上高は、80億57百

万円となりました。

　業務受託関連事業においては、企画・広告代理業に注力し、売上高は、71百万円となりました。

　出版・ブライダル関連事業においては、別冊MOOK本の出版販売の強化を図るとともに、ブライダルカウ

ンターの斡旋拡大を行い、売上高は、29百万円となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高81億59百万円、営業利益75百万円、経常利益１

億29百万円、四半期純利益78百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２億25百万円増加し128億65

百万円となりました。これは主に、たな卸資産の増加３億36百万円によるものです。

　負債の部は、前連結会計年度末に比べ１億51百万円増加し92億33百万円となりました。これは主に短期

借入金の増加３億円によるものです。

　純資産の部は、前連結会計年度末に比べ74百万円増加し36億32百万円となりました。これは主に利益剰

余金の増加77百万円によるものです。

　この結果、自己資本比率は27.9％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、２億53百万円

となりました。当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況及びそれらの要因は、次

のとおりです。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、２百万円となりました。これは主に、たな卸資産の増加３億36百万円、

法人税等の支払１億11百万円で資金が減少したものの、税金等調整前四半期純利益２億13百万円、仕入債

務の増加１億24百万円、減価償却費１億10百万円で資金が増加したためです。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、４億83百万円となりました。これは主に、定期預金等の増加３億74百

万円、投資有価証券の取得99百万円によるものです。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、71百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済３億21百万円、

配当金の支払40百万円により減少し、短期借入３億円により増加したためです。
　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

アプライド株式会社(E03472)

四半期報告書

 6/31



第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

１．提出会社

　　　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

２．国内子会社

　　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,400,000

計 5,400,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,351,600 1,351,600
ジャスダック
証券取引所

―

計 1,351,600 1,351,600 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 1,351,600― 381,734― 403,678
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

岡　義治 福岡市西区 561,800 41.57

岡　美和子 福岡市西区 241,200 17.85

アプライド従業員持株会 福岡市博多区東比恵３-３-１ 100,920 7.47

島原　芳雅 東京都台東区 36,000 2.66

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前３-１-１ 33,600 2.49

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町２-11-３ 29,600 2.19

松本　淳 福岡市中央区 26,000 1.92

ステート　ストリート　バンク　ア
ンド　トラスト　カンパニー
505025

P.O.BOX　351　BOSTON　MASSACHUSETTS
02101　U.S.A

25,100 1.86

舩越　裕之 福岡市博多区 8,200 0.61

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋１-９-１ 7,100 0.53

計 ― 1,069,520 79.13

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　日本マスタートラスト信託銀行株式会社　29,600株

　野村信託投信口　　　　　　　　　　　　　 400株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　（自己保有株式）　　　　　　　　

　　普通株式　　　261
―

―
 

完全議決権株式(その他) 普通株式1,351,100 13,511 ―

単元未満株式 普通株式　　　239 ―
一単元（100株）
未満の株式

発行済株式総数 1,351,600 ― ―

総株主の議決権 ― 13,511 ―

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

アプライド株式会社 福岡市博多区東比恵３-３-１ 261 ― 261 0.02

計 ― 261 ― 261 0.02

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 1,634 1,360 1,354 1,380 1,360 1,340

最低(円) 1,241 1,275 1,295 1,310 1,281 1,252

(注)最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。　
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

（退任役員）

役名 職名 氏名 退任年月日

常務取締役 西日本特機事業部長 松本　淳 平成20年８月31日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,735,233 1,912,483

受取手形及び売掛金 1,389,487 1,427,432

商品及び製品 3,083,704 2,834,761

仕掛品 3,941 1,198

原材料及び貯蔵品 111,649 26,404

その他 428,379 409,012

貸倒引当金 △18,641 △16,217

流動資産合計 6,733,754 6,595,076

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,689,670 3,715,951

減価償却累計額 ※１
 △1,784,284

※１
 △1,732,840

建物及び構築物（純額） 1,905,386 1,983,110

土地 2,129,176 2,129,176

その他 726,372 604,473

減価償却累計額 △499,817 △509,572

その他（純額） 226,555 94,900

有形固定資産合計 4,261,118 4,207,188

無形固定資産

のれん 13,304 13,940

その他 39,365 52,133

無形固定資産合計 52,669 66,073

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,396,873 1,447,427

その他 432,916 352,736

貸倒引当金 △12,051 △28,352

投資その他の資産合計 1,817,738 1,771,810

固定資産合計 6,131,526 6,045,072

資産合計 12,865,281 12,640,148
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,472,175 2,347,628

短期借入金 1,400,000 1,100,000

1年内返済予定の長期借入金 523,008 586,428

未払法人税等 106,143 121,379

賞与引当金 246,391 232,154

製品保証引当金 1,726 3,862

ポイント引当金 76,669 81,771

その他 788,581 787,960

流動負債合計 5,614,695 5,261,184

固定負債

長期借入金 2,601,684 2,859,618

長期未払金 404,200 425,800

退職給付引当金 253,859 244,518

負ののれん 236,136 265,608

その他 122,447 25,221

固定負債合計 3,618,327 3,820,765

負債合計 9,233,023 9,081,950

純資産の部

株主資本

資本金 381,734 381,734

資本剰余金 403,678 403,678

利益剰余金 2,812,115 2,735,083

自己株式 △500 △425

株主資本合計 3,597,028 3,520,070

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,000 △6,257

評価・換算差額等合計 △11,000 △6,257

少数株主持分 46,231 44,385

純資産合計 3,632,258 3,558,198

負債純資産合計 12,865,281 12,640,148
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 15,680,351

売上原価 11,933,523

売上総利益 3,746,828

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 398,085

ポイント引当金繰入額 79,291

給料及び手当 991,120

賞与引当金繰入額 213,992

賃借料 511,030

その他 1,466,163

販売費及び一般管理費合計 3,659,683

営業利益 87,144

営業外収益

受取利息 8,299

受取補償金 29,000

為替差益 52,124

負ののれん償却額 29,472

その他 86,815

営業外収益合計 205,711

営業外費用

支払利息 43,394

その他 10,696

営業外費用合計 54,091

経常利益 238,765

特別損失

固定資産除却損 16,944

たな卸資産評価損 8,806

特別損失合計 25,751

税金等調整前四半期純利益 213,013

法人税、住民税及び事業税 91,274

法人税等調整額 2,117

法人税等合計 93,392

少数株主利益 2,047

四半期純利益 117,574
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 8,159,007

売上原価 6,229,884

売上総利益 1,929,122

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 205,278

ポイント引当金繰入額 38,030

給料及び手当 488,861

賞与引当金繰入額 100,568

賃借料 257,473

その他 763,341

販売費及び一般管理費合計 1,853,554

営業利益 75,567

営業外収益

受取利息 4,761

受取補償金 21,000

負ののれん償却額 14,736

その他 46,181

営業外収益合計 86,679

営業外費用

支払利息 21,515

為替差損 5,531

その他 6,187

営業外費用合計 33,233

経常利益 129,013

特別損失

固定資産除却損 12,621

特別損失合計 12,621

税金等調整前四半期純利益 116,392

法人税、住民税及び事業税 △10,055

法人税等調整額 46,667

法人税等合計 36,612

少数株主利益 828

四半期純利益 78,951
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 213,013

減価償却費 110,455

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,877

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,237

ポイント引当金の増減額（△は減少） △5,102

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,920

受取利息及び受取配当金 △9,483

支払利息 43,394

固定資産除却損 16,944

売上債権の増減額（△は増加） 34,469

たな卸資産の増減額（△は増加） △336,931

仕入債務の増減額（△は減少） 124,547

その他 △53,073

小計 148,514

利息及び配当金の受取額 4,975

利息の支払額 △44,348

法人税等の還付額 5,250

法人税等の支払額 △111,965

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,425

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △374,383

有形固定資産の取得による支出 △17,956

無形固定資産の取得による支出 △2,272

投資有価証券の取得による支出 △99,550

投資有価証券の売却による収入 99

子会社株式の取得による支出 △1,200

貸付けによる支出 △5,300

貸付金の回収による収入 2,000

敷金及び保証金の差入による支出 △14,425

敷金及び保証金の回収による収入 31,024

その他 △1,349

投資活動によるキャッシュ・フロー △483,314

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000

長期借入金の返済による支出 △321,354

リース債務の返済による支出 △9,951

配当金の支払額 △40,426

自己株式の取得による支出 △75

財務活動によるキャッシュ・フロー △71,807
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,062

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △551,633

現金及び現金同等物の期首残高 805,101

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 253,467
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基

準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)

を適用し、評価基準については、原価法から原価法

(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更して

おります。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第

２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益

が8,806千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響はありません。

(2) リース取引に関する会計基準の適用

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、

「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委

員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日

　企業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会

計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　平成６年

１月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準

適用指針第16号)を早期に適用し、所有権移転外ファ

イナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引

に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産

として計上しております。

　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係

るリース資産の減価償却の方法については、リース

期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を

採用しております。

　なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年

度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理を適用しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第

２四半期連結累計期間のリース資産が有形固定資産

に138,854千円計上されております。

　なお、これによる損益に与える影響及びセグメント

情報に与える影響はありません。
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【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の見積額を期間按分して算定する

方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額には、減損損失累計

額を含めて表示しております。

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額には、減損損失累計

額を含めて表示しております。

 

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 54,312千円

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 11,684千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　　該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,735,233千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,481,765〃

現金及び現金同等物 253,467千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日

至 平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,351,600

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 261

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 40,541 30平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月13日
取締役会

普通株式 40,540 30平成20年９月30日 平成20年12月10日 利益剰余金

　　　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　著しい変動はありません。

　

(リース取引関係)

リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引に

ついて通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第２四半期連結会計期間に

おけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりま

せん。
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(有価証券関係)

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

　しい変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)

対象物の種類が通貨関連のデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっ

ており、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められ

ます。

　

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

通貨関連

　

種類 契約額等(千円) 時価(千円) 評価損益(千円)

為替予約取引

　買建

　米ドル 1,068,120 890,202 11,370

合計 1,068,120 890,202 11,370

（注）１　時価の算定方法

　　為替予約取引・・・・先物為替相場によっております。

２　「外貨建取引等会計処理基準」により外貨建金銭債権債務等に振り当てたデリバティブ取引については、

　　注記の対象から除いております。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

パソコン
関連事業
(千円)

業務委託
関連事業
(千円)

出版・ブライ
ダル関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1)外部顧客に対する
　 売上高

8,057,66871,670 29,6688,159,007 ― 8,159,007

(2)セグメント間の内部　　
　 売上高又は振替高

6,399 5,511 29,100 41,011△41,011 ―

計 8,064,06777,181 58,7698,200,018△41,0118,159,007

営業利益又は営業損失(△） 64,352 △960 △5,632 57,759 17,808 75,567

(注)　事業の区分は、業種の形態によっており、各事業の内容は以下のとおりであります。

　パソコン関連事業　　　　　パソコン及び同関連商品の販売、テクニカルサポート及びフィールドサービス

　業務受託関連事業　　　　　ソフトウェア受託開発、ＷＥＢサイト制作、出版企画、広告代理店業

　出版・ブライダル関連事業　出版及びポータルサイト運営、ブライダル斡旋　

　　

　

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

パソコン
関連事業
(千円)

業務受託
関連事業
(千円)

出版・ブライ
ダル関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1)外部顧客に対する
　 売上高

15,472,529121,90385,91815,680,351 ― 15,680,351

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

10,132 14,323 45,311 69,767△69,767 ―

計 15,482,662136,226131,23015,750,119△69,76715,680,351

営業利益又は営業損失(△) 70,419△2,523 △6,050 61,845 25,298 87,144

(注)　事業の区分は、業種の形態によっており、各事業の内容は以下のとおりであります。

　パソコン関連事業　　　　　パソコン及び同関連商品の販売、テクニカルサポート及びフィールドサービス

　業務受託関連事業　　　　　ソフトウェア受託開発、ＷＥＢサイト制作、出版企画、広告代理店業

　出版・ブライダル関連事業　出版及びポータルサイト運営、ブライダル斡旋　
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【所在地別セグメント情報】

　　当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

　　当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

2,653.68円 2,600.13円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,632,258 3,558,198

普通株式に係る純資産額(千円) 3,586,027 3,513,813

差額の主な内訳(千円)

　新株予約権 ― ―

　少数株主持分 46,231 44,385

普通株式の発行済株式数(株) 1,351,600 1,351,600

普通株式の自己株式数(株) 261 201

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
(株)

1,351,339 1,351,399

　

２　１株当たり四半期純利益

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 87.00円１株当たり四半期純利益 58.42円

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

(注)２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 117,574 78,951

普通株式に係る四半期純利益(千円) 117,574 78,951

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 1,351,397 1,351,394

　

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第27期(平成20年４月１日から平成21年３月31日まで)中間配当については、平成20年11月13日開催の取

締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、

次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 40,540千円

②　１株当たりの金額 30円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成20年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月12日

アプライド株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　小　渕　輝　生　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　松　尾　政　治　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアプ

ライド株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アプライド株式会社及び連結子会社の平成20

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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